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7　内痔核に対しサーキュラーステープラーを用

いた環状粘膜切除術

牧 野 成 人 　 佐 藤 賢 治
筒 井 光 廣 (芳書慧試算

度
)

【目的】 近年 ,
内痔核 に対す るサ ー キ ュ ラ ー ス

テ
ー

プラ
ー を用 い た 環状 粘膜切除術 ( 以下 P P H

庄) が普及し つ つ ある 当科 で の 施行症 例に つ い

て 検討した

【対象】 7 ケ月間 に施行 し た 6 症例 が対象 3 6

- 7 8 歳まで の 男性 で Ⅲ度の 内痔核を認め た ( 外痔

核の 合併なし)

【結果】 手術時間が 1 時間以上 の 症例 は 4 例で ,

その 内 2 例は術中出血量が10 0 g 以上 て あ っ た 術

中 に強 い 下腹部痛を認めた症例 は 1 例の み 術後

痔痛が続 い た 2 例を除き ,
4 例 は 1 週間以 内 に退

院した 再発は認めて い な い

ほ とめ】 内痔核 に対する P P H 庄は ,
比較的手

技が簡便 で痔痛も少な い , 早期の 社会復帰を可能

に する低侵襲手術 になりうる と考えられた

8　直腸切除術を施行した複雑痔瘻の2症例

桑 原 明 史 　 山 本 睦 生
斉 藤 有 子 ・ 桑 原 史 郎
大 谷 哲 也 　 片 柳 憲 雄

斉 藤 英 樹 外科 )
【は じめ に】

痔壕の 手術治療は再発の な い 根治性 と月工門機能

を障害し ない こ とが重要視さ れて い る が
,
複 数回

の痔壕手術既往の ある再発複雑痔療に対 し ,
根 治

術と して 腹仙骨式直腸切断術を選択し た 2 症例 を

経験 した

【症例】

1 例日は
,
73 歳男性で

,
虻門挙筋上 複雑痔壕 に

腰椎傍脊柱筋膿蕩で ,
すで に月工門機能は ほぼ廃絶

2 例日は
,
55 歳男性 て , 虻門挙筋ーF 複雑痔填 で 陰

嚢か ら腎部まで広範囲に 進展 両症例 ともク ロ ー

ン 病 , 結核 , 糖尿病の既往な し 共に ,
虻門周囲の

変形
,
長期′隈患 による悪性腫蕩合併の 可能性 , 患

者自身が再発の ない 根冶術を希望され た点を考慮

し
,
和式を決定した 術後合併症 なく ,

排尿機能も

良好

㍑吉語】

直腸切断術に より
,
仰臥位 で の 睡 眠

,
坐 位 て の

食事摂取が可 能となり
,
排便 に関 して も人工月工門

によりむ しろ 良好な Q O L が得られた
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